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第
一
、
序

言

周
知
の
如
〈
、
中
立
貨
幣
の
理
論
は
、
経
消
の
安
定
的
環
展
を
期
す
る
矯
め
の
貨
幣
債
品
開
安
定
政
策
が
一
定
の
僚
件
(
技
術
の
笹
歩
・

費
用
の
低
下
・
生
産
指
加
)
の
下
に
於
て
は
却
て
相
劇
的
イ
ン
フ
ラ
千
オ
ン
の
作
用
を
偶
す
に
鑑
み
、

一
切
の
貨
幣
的
干
渉
政
策
を
排
し

て
貨
幣
叫
上
り
は
粧
消
に
何
ら
の
影
響
を
輿
ふ
る
事
友
か
ら
し
め
、
以
て
均
衡
的
友
る
経
済
護
展
を
賓
現
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

勿
論
嘗
て
は
、
貨
幣
が
経
済
過
程
に
籾
自
の
彬
響
を
興
へ
た
い
と
言
ふ
事
が
貨
幣
償
値
の
安
定
に
よ
り
で
寅
現
せ
ら
れ
得
る
と
言
ふ

議
論
も
存
し
て
は
居
た
が
、
最
近
で
は
寧
ろ
貨
幣
数
量
の
一
定
不
時
現
友
る
揚
合
に
の
み
共
の
理
想
が
寅
現
せ
ら
れ
得
る
と
た
ず
説
が

支
配
的
と
た
り
d

貨
幣
債
値
安
定
論
と
貨
幣
数
景
安
定
論
と
は
相
樹
立
し
て
後
者
の
矯
め
に
「
中
立
貨
幣
」
の
名
稀
が
附
せ
ら
れ
る
に

至
っ
て
ゐ
る
。
斯
か
る
中
立
貨
幣
の
理
論
は
、
貨
幣
無
き
自
然
交
換
経
済
に
於
て
は
常
に
均
衡
が
維
持
せ
ら
れ
る
も
の
で
る
り
此
の

均
衡
を
絞
り
て
経
済
に
動
態
的
措
変
動
を
窓
起
す
る
の
は
専
ら
貨
幣
側
の
瑚
向
に
よ
る
と
云
ふ
見
地
よ
り
、
貨
幣
経
済
に
於
け
る
諸
現

I-Iaberler; Money s.nd th.e Business Cyde in “(~old and Monetar) Stabiliza 
tion" 1932， p. 46. 
O. Donner; Geld u. Konjunktur， S. 15目2) 



飾
帯
が
自
然
交
換
経
憐
の
理
想
型
に
適
合
す
可
き
事
を
要
求
し
、
貨
幣
数
量
を
一
定
不
援
に
保
つ
場
合
に
の
み
此
の
要
求
が
賓
現
せ
ら

れ
符
る
も
の
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
。
従
っ
て
獲
展
的
経
済
に
於
て
資
本
が
形
成
せ
ら
れ
生
産
が
増
加
せ
ら
れ
る
に
常
つ
で
も
、

此
の
資
本
形
成
が
節
約
信
用
に
依
る
場
合
に
は
自
づ
と
均
衡
が
勝
保
せ
ら
れ
て
恐
慌
的
撹
乱
を
売
れ
得
る
が
、
附
加
的
信
用
に
依
り

て
資
本
が
形
成
せ
ら
れ
る
場
合
に
は
必
然
的
に
恐
慌
に
導
く
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
も

お
の
如
く
現
時
の
中
立
貨
幣
迎
論
は
、
貨
幣
経
済
を
自
然
干
交
換
粧
消
に
泊
合
せ
し
め
る
と
言
ふ
事
を
前
提
と
し
、
共
の
賞
現
の
鵠

め
に
貨
幣
数
量
を
一
定
不
崎
県
に
保
っ
と
一
一
品
ふ
事
を
依
件
と
し
て
ゐ
る
が
、
此
壮
一
寸
の
諸
拡
に
闘
し
で
は
私
も
巳
に
一
一
燃
の
検
討
を
加
へ

て
来
た
の
で
あ
る
。

印
ち
先
つ
、
等
し
ぐ
貨
幣
数
量
の
一
定
不
携
と
一
お
ふ
事
も
ハ
イ
ヱ
グ
と
コ
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数
量
を
不
援
に
保
つ
事
に
よ
り
て
節
約
が
白
渡
的
に
行
は
れ
る
に
し
て
も
、
貨
幣
経
済
に
於
て
は
自
然
経
済
に
於
け
る
が
如
き
節
約

者
と
投
資
者
と
の
一
致
が
期
待
し
得
ら
れ
示
、
従
つ
で
耐
つ
の
交
換
経
済
左
越
合
せ
し
む
る
事
が
ハ
イ
エ
ク
や
コ

l
プ
マ
ン
の
考
ふ

る
が
如
く
に
容
易
に
可
能
で
あ
る
か
否
か
を
考
察
し
4

更
に
白
褒
節
約
に
よ
る
資
本
形
成
の
揚
合
に
も
経
済
は
輿
件
の
餐
化
に
は
直

ち
に
は
遁
膝
し
符
十
必
中
し
も
均
衡
を
確
保
し
得
ざ
る
事
を
明
ら
か
に
し
た
。
而
し
て
最
後
に
、
貨
幣
数
量
が
費
動
ず
る
場
合
例
へ

ぽ
附
加
的
信
用
に
よ
り
て
資
本
が
形
成
せ
ら
れ
る
場
合
に
も
、
恐
慌
の
原
凶
は
必
や
し
も
貨
幣
側
に
の
み
符
す
る
も
の
左
ら
十
し
て

V
A

企
芸
家
の
諌
測
誤
算
に
も
依
り
得
る
も
の
に
し
て
、
貨
幣
数
量
の
総
動
一
が
必
然
的
に
恐
慌
に
至
ら
し

む
る
も
の
に
非
ざ
る
所
以
を
も
明
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

財
の
側
に
も
存
し
叫
川
町
く
、

然
し
乍
ら
中
立
貨
幣
論
者
に
し
て
貨
幣
償
値
の
安
定
と
言
ふ
僚
件
を
拒
否
す
る
者
は
線
て
右
の
如
き
貨
幣
致
長
の
一
定
不
鑓
と
云

-#"， i; 
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中
立
貨
幣
の
僚
件
に
脇
す
る
一
異
読

第
四
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四
巻
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四
競

六
八

五
五

O

ふ
保
件
を
要
求
す
る
も
の
台
は
た
い
。
否
情
苧
ろ
、
新
生
産
技
術
の
鷲
見
共
他
の
理
由
に
よ
り
て
固
定
資
本
が
創
設
又
は
増
設
せ
ら
れ

以
て
生
産
増
加
を
招
来
す
る
が
如
き
場
合
に
は
、
附
加
的
怠
る
貨
幣
の
供
給
無
く
し
て
は
貨
幣
の
中
立
性
は
賓
現
せ
ら
れ
得
泣
い
と

す
る
見
解
が
あ
る
。

故
に
私
は
、
中
立
貨
幣
の
僚
件
に
闘
す
る
右
の
如
き
異
設
の
中
で
最
も
新
し
き
も
の
と
し
て
タ
ロ
ル
の
読
を
窺
ひ
、
此
れ
を
徐
討

す
る
事
に
よ
り
て
中
立
貨
幣
の
僚
件
を
再
吟
味
し
た
い
の
で
あ
る
。
先
づ
動
態
の
一
現
象
と
し
て
資
本
形
成
過
程
を
個
止
の
企
業
に
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立
性
一
そ
維
持
す
る
矯
め
の
僚
件
を
考
祭
す
る
事
と
す
る
。

第
=
、
動
態
拘
荷
と
資
本
形
成
過
程

ク
ロ
ル
に
於
け
る
中
立
貨
幣
の
僚
件
を
検
討
す
る
矯
め
K
は
前
以
て
彼
が
何
庭
K
貨
幣
中
立
性
の
襟
識
を
求
め
た
る
か
を
顧
み
ね

ば
悲
ら
友
い
。
此
の
黙
に
関
し
て
彼
は
明
確
な
る
立
言
を
友
さ
や
J

、
墜
に
一
般
に
中
立
貨
幣
論
者
に
よ
り
て
述
べ
ら
れ
居
る
所
K
依

っ
て
ゐ
る
が
如
く
で
あ
る
が
、
然
し
、
最
初
よ
り
ハ
イ
エ
ク
や
コ
1
プ
マ
シ
の
如
く
に
貨
幣
経
済
の
諸
現
象
を
直
ち
に
自
然
交
換
経

済
の
其
等
に
封
比
す
る
事
に
は
多
大
の
疑
問
を
抱
き
、
寧
ろ
経
済
の
動
態
的
均
衡
を
維
持
す
る
事
を
以
て
貨
幣
中
立
性
の
標
識
と
し

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
中
立
貨
幣
は
静
態
の
み
を
目
標
と
す
る
も
の
で
泣
く
、
却
て
動
態
に
於
て
買
に
其
の
意
義
を
登
揮
す
可
き

事
は
巳
に
コ
1
プ
マ
ン
の
主
張
せ
る
所
で
る
っ
て
、
此
の
限
り
に
於
て
は
何
の
問
題
も
谷
し
た
い
。
然
し
乍
ら
動
態
の
解
楳
は
人
に

よ
り
て
著
し
く
具
り
、
或
る
人
に
よ
り
で
は
動
態
ム
」
考
へ
ら
れ
る
も
の
も
他
の
人
に
と
っ
て
は
静
態
の
一
種
た
る
揚
合
が
存
す
も

拙稿:中立貨幣に於ける貨幣費量(経済論叢:第四十二巻第一挽)
ク :節約投望号の均衡k中立貨幣(艇情論叢;鐸阿十二巻第六競)
タ ;中立貨幣政策に就いて{経済論叢』第四十一二巻第三糠)
I司七
w. Egle; Das Neulrale Geld '933. 1936. 
G. Kroll; Neutrales Geld und Kapitalbildung. :11935刷
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故
に
認
で
一
一
腹
動
態
均
衡
の
傑
件
を
定
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

動
態
均
衡
の
傑
件
と
し
て
は
、
或
は
ウ
ヰ
ク
ゼ
ん
に
於
け
る
が
如
〈
に
、
貨
幣
利
子
と
自
然
利
子
と
の
一
致
と
云
ふ
事
と
更
に
貨

滞
債
値
の
安
定
と
云
ふ
事
と
が
要
求
せ
ら
れ
又
は
ケ
イ
ン
ズ
に
於
け
る
が
如
〈
に
節
約
・
投
資
の
均
術
と
過
剰
特
別
利
潤
の
左
き
事

と
が
要
求
せ
ら
れ
る
等
、
種
々
怒
る
も
の
が
挙
げ
得
ら
れ
る
が
、
グ
ロ
ル
は
「
資
本
、
E
義
的
企
業
の
破
綻
が
無
〈
、
限
界
生
産
者
の

費
用
を
超
過
す
る
如
き
過
剰
特
殊
利
潤
の
存
在
せ
ざ
る
事
」
を
以
て
動
態
均
衡
の
僚
件
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
u

而
し
て
共
の
前
提

に
於
て
線
て
の
生
産
力
が
利
川
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
言
ふ
偲
定
が
要
求
せ
ら
れ
る
場
合
が
多
い
が
、

6
 

し
て
ゐ
る
の
で
お
る
。

ク
ロ
ル
同
此
の
偲
定
を
不
必
要
と

t
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‘
長
り
邦
由
主
主
到
髭
符
山
町

1
i
k
方
下
荊
む
手
首
rf
じ
J
T，
非
正
司
H
口
咽

L
4
t
y
q
k
じ
到
和
お
さ
悦
艇
長
一
品
望
n
C
寸
之
古

JlI: 
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に
答
へ
る
前
に
先
づ
貨
幣
経
済
に
K
M

け
る
資
本
形
成
過
程
を
考
察
せ
ね
ば
た
ら
な
い
。
資
本
の
形
成
は
或
は
附
加
的
信
用
に
よ
り
又

は
節
約
信
用
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
何
れ
に
せ
よ
他
の
線
ゆ
る
生
産
に
於
け
る
と
同
様
に
一
定
の
期
聞
を
必
要
と
す
る
。
而
も
個

々
の
企
業
に
就
て
見
る
揚
ム
口
に
は
此
の
資
本
財
生
産
期
間
は
二
つ
の
時
期
に
分
ち
得
る
の
で
あ
る
。
卸
ち
高
問
教
授
の
謂
は
る
L
建

設
期
間

(
h
q己記

E
E
S
E
Z
L
)
と
消
耗
期
間
又
は
存
績
期
間
(
日
札
口
明
己
官
官
己
主
)

と
で
る
っ
て
、
前
者
は
此
の
資
本
財
の
生
産

に
着
手
せ
ら
れ
た
る
時
期
よ
り
共
の
完
成
に
至
る
迄
の
期
間
で
あ
り
、
後
者
は
此
の
凶
定
資
本
が
経
済
的
に
使
別
せ
ら
れ
る
寄
命
を

ク
目
ル
も
亦
資
本
形
成
過
程
を
右
と
同
巴
〈
二
つ
の
期
間
に
分
ち
、
此
れ
を
純
費
用
支
出
期
間
及
び
費
川
同
牧
期
間
と
呼
ん

で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
葦
し
建
設
期
間
中
は
企
業
家
は
専
ら
資
本
財
の
購
入
及
び
第
賃
支
携
の
矯
め
に
費
刑
を
支
出
せ
ね
ば
友
ら
や
、

指
ず
。

消
耗
期
間
中
氏
生
産
物
の
買
却
に
よ
り
て
前
に
支
出
せ
し
練
費
用
を
岡
牧
す
る
が
故
で
あ
る
。
而
し
て
消
耗
期
聞
に
於
て
も
的
固
定

中
立
貨
幣
の
保
件
に
闘
す
る
一
異
詑

五
五

第
四
競

第
四
十
四
巻

ノ、

1u 
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中
立
貨
幣
の
傍
件
に
闘
す
る
一
開
開
設

第
四
十
凶
巻

五

五

第
四
蹴

-t 
C 

資
本
の
部
分
的
再
生
産
・
原
料
及
び
持
賃
の
鳩
め
に
費
用
を
支
出
せ
ね
ば
左
ら
ぬ
が
、
共
の
額
は
僅
少
に
し
て
牧
入
と
の
聞
係
は
左

凶
の
如
〈
な
る
の
で
あ
る
。

枚入

~III\ 

{買

額

R 

賀川 1同~l<:c!!lJ

一→

Hl) 

(
註
)

費
用
曲
線
は
純
費
用
支
向
(
O

↓

K
)
期
の
末
期
に
於
て

H
M
也
市
〈
費
用
同
牧
期
(
R
l
」
に
へ
り
で
念
に
下
降
す

る。而
し
て
収
入
仰
は
凡
そ
平
均
的
心
的
b
u
b
-
示
す
も
の

F
t則一リ

。
純費用支 ~1Jm

貸
別
曲
線
よ
り
も
向
、
き
を
常
、
と
寸
る
。

今
資
本
形
成
過
程
に
於
け
る
純
費
用
支
出
期
間
と
費
用
同
牧
期
間
と
に
就
い
て
、
支
出
さ
れ
た
る
費
用
の
行
先
を
考
察
し
ゃ
う
。

先
づ
純
費
用
支
出
期

(
O
l
↓
R
)
の
聞
に
支
出
さ
れ
た
る
費
用
中
持
賃
共
他
に
支
梯
は
れ
し
も
の
は
直
ち
に
所
得
と
な
っ
て
此
の
間

定
資
本
財
の
完
成
以
前
に
消
費
財
の
購
買
の
矯
め
に
支
出
さ
れ
る
事
と
た
る
。
従
っ
て
新
投
資
の
始
め
ら
れ
る
際
に
は
、
前
の
生
産

期
間
に
於
て
生
産
せ
ら
れ
し
消
費
財
邸
ち

}
E
E
の
所
謂

z
z
E
5
E
E
E
F
E守
三
朗
が
必
要
と
た
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
此
の
新
投

資
が
消
費
財
生
産
企
業
に
於
て
起
っ
た
の
で
企
画
れ
ば
、
此
の
所
得
は
費
用
問
牧
期
に
入
り
て
初
め
て
産
出
せ
ら
れ
る
新
消
費
財
の
購

買
の
矯
め
に
則
ひ
ら
れ
得
友
い
の
で
あ
る
。
'
即
ち
生
産
手
段
の
生
産
の
矯
め
に
支
携
は
れ
た
る
勢
賃
所
得
は
、
此
の
生
産
手
段
を
以

て
生
産
せ
ら
れ
る
消
費
財
の
購
買
に
は
闘
興
し
得
た
い
の
で
あ
っ
て
、
啓
一
一
日
せ
は
、
市
揚
に
於
て
供
給
さ
れ
る
現
在
財
は
帰
米
財
の

高阿保馬，生産期間について(経情論叢，第凶卜三者誌六披)二1 頁o
Kroll; a. ... O. S5. 64-68. 一 DieAutomatische Deflation (WeltwiTtschafU:iches Archiv 44 Bd. Heft. 
3. nov. 1936) S. 514・
KrolJ; Neutro.les Geld.. .S. 66. 
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生
産
よ
り
生
や
る
所
叫
げ
に
よ
り
て

ω
み
購
買
せ
ら
れ
川
け
る
の
で
あ
る
。
而
も
、
斯
か
る
事
情
は
山
口
同
該
企
業
が
消
費
財
の
生
産
段
階
よ

り
遠
ざ
か
れ
る
段
階
に
あ
れ
ば
あ
る
桂
瀬
著
に
現
は
れ
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
バ
ン
屋
の
応
員
の
所
得
は
自
己
の
生
産
せ
し
バ
ン
の

購
入
に
肘
ひ
ら
れ
得
る
が
、
パ
ン
工
場
の
持
働
膏
は
共
の
所
得
を
自
己
の
生
産
せ
し
パ
ン
の
購
入
に
用
ひ
難
く
、
粉
屋
の
所
得
は
一

居
自
己
が
生
産
に
閥
興
せ
し
パ
ン
の
購
入
に
用
ひ
ら
れ
得
な
い
の
?
あ
る
。
卸
ち
投
資
の
費
府
よ
り
生
や
る
所
得
は
常
に
此
の
投
資

に
よ
る
生
産
物
の
選
出
上
り
も
時
間
的
に
正
行
ず
る
も
の
に
し
で
、
所
川
耐

σ訟
の
2
3
L司

N
Z一一
円
『

3
5
=
r
o
sヨ
ヨ
∞
空
宇
が
支

配
す
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
各
生
産
期
聞
に
於
け
る
投
資
の
費
用
に
一
定
の
闘
係
が
保
持
せ
ら
れ
る
場
合
に
は
消
費
財
の
供
給
と
此
れ
が
購
買
に
用

:~~ 

ミ.

き-

Jijj' 
f写
L 

:ウミ

7国1
人.

「コ

r 
~~， 

c・
4お
ヌ，

刀ぉ

悼
川
崎
町
つ
ぎ
る
日
易
K
A
3

亡
主
υ

川
肘
う
交
午
.1.
北
1
.
K
K
E
h院
か

J
7
K
3
品
村
円
J
司
法
九
百
件

i
l
i
a
'
J
I
l
l
i
i
G
l
i
l
i
-
-

，

i
f
i
f
-
-
eノ
6
1
i
，
i

げ
得
る
事
と
な
る
。
而
も
動
態
均
衡
の
立
場
よ
り
は
平
均
的
牧
径
と
言
ふ
事
よ
り
も
各
個
企
業
の
牧
盆
性
が
重
要
に
し
て
、

此
の
観

結
よ
り
資
本
形
成
過
税
が
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
ね
の
で
あ
る
。

以
下
此
の
観
耕
よ
り
、
附
加
的
信
用
に
よ
る
資
本
形
成
が
各
個
企
業

の
牧
谷
に
如
何
友
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
顧
み
、
中
立
貨
幣
の
前
提
及
び
僚
件
に
闘
す
る
ク
ロ
ル
の
淀
を
考
察
す
る
事
と
す
る
。

第
三
、

附
加
的
信
用
に
よ
る
資
本
形
成
と
中
立
貨
幣
の
儒
件

中
立
貨
幣
の
僚
件
を
再
吟
味
す
る
に
は
、
先
づ
ハ
イ
エ
ク
や
コ

l
プ
マ
ン
の
如
く
に
貨
幣
経
済
と
自
然
経
済
と
を
封
比
す
る
事
が

果
し
て
意
義
を
有
す
る
や
否
や
を
考
察
せ
ね
ば
左
ら
や
、
更
に
附
加
的
信
用
に
よ
り
て
資
本
が
形
成
せ
ら
れ
る
場
合
に
は
経
済
の
動

態
的
均
衡
を
維
持
し
て
行
〈
方
法
が
あ
り
や
否
や
を
検
討
せ
ね
ば
友
ら
ぬ
。
故
に
先
づ
附
加
的
信
用
に
よ
り
て
資
本
が
形
成
せ
ら
れ

中
立
貨
幣
の
繰
件
に
闘
す
る
一
異
説

第
四
十
四
巻

七

ま王

五

傍
四
部

Kroll ~ Neu臼alesGeld ・~~. 66-67 
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申
立
貨
幣
の
篠
件
に
闘
す
る
一
異
説

第
四
十
四
巻

五
五
回

第
四
銃

る
揚
合
に
は
、
個
k

の
企
業
家
の
牧
谷
性
に
開
し
て
自
然
経
済
に
於
け
る
と
如
何
に
異
る
か
を
顧
み
や
う
。

(ー)

附
加
的
信
用
に
よ
る
資
本
形
成
と
白
然
経
済
。

七

附
加
的
信
用
に
よ
る
資
本
形
成
と
自
然
経
済
と
の
闘
係
は
巳
に
ハ
イ
エ
タ
に
よ
り
て
分
析
せ
ら
れ
た
る
所
で
あ
る
。
邸
ち
彼
は
、

此
の
揚
合
に
は
生
産
財
需
要
の
斜
め
に
越
る
所
の
治
提
節
約
は
自
耽
徴
的
で
た
く
強
制
的
た
る
故
、

生
産
迂
阿
矧
聞
の
よ
り
延
長
の
お

め
に
務
働
需
要
が
大
と
左
り
持
貸
出
川
得
が
増
大
す
れ
ば
却
て
消
費
財
需
要
の
増
大
を
招
来
し
亡
生
産
迂
同
期
間
は
短
縮
化
し
、
高
度

資
本
次
的
生
母
泌
総
戸
じ
の
み
岐
川
せ
ら
れ
た
生
産
設
備
は
日
犬
山
ピ
譲
り
て
恐
慌
の
お
佐
川
一
以
r
L
f

一
戸
ふ
の
で
あ
?
山
。
日
川
し
吋
此
れ
K

よ
り
て
彼
は
、
貨
幣
数
量
の
増
加
せ
ら
れ
る
揚
合
は
貨
幣
教
室
の
不
愛
左
る
揚
合
と
異
り
て
自
然
経
済
に
於
付
る
過
程
に
油
合
中
」
歩
、

依
て
貨
幣
の
非
中
立
左
る
事
を
詮
明
せ
ん
と
せ
し
に
外
友
ら
ね
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
ハ
イ
エ
ク
の
右
の
分
析
は
、
原
始
生
産
手
段
か
ら
消
費
財
迄
の
成
熟
期
間
と
ニ
一
員
ふ
枇
舎
全
慢
の
生
産
期
間
に
就
で
た
さ

れ
た
も
の
で
る
旬
、
巳
に
幾
多
の
抗
評
も
存
す
る
事
故
今
夏
此
れ
を
問
題
と
す
る
必
要
が
な
い
。
放
に
蕊
で
は
:
個
身
の
企
業
の
生

産
期
聞
を
針
象
と
し
、
共
底
に
於
て
行
は
れ
る
附
加
的
信
用
に
よ
る
資
本
形
成
が
自
然
経
済
に
於
け
る
と
は
を
く
異
り
た
る
結
果
を

招
来
す
る
が
故
に
、
中
立
貨
幣
論
者
が
自
然
経
桝
を
前
提
と
す
る
事
に
剥
し
て
多
大
の
疑
そ
挿
む
所
の
ク
ロ
ル
の
設
を
顧
み
ね
ば
・
な

ら
な
い
。
以
下
之
れ
を
要
約
す
れ
ば
次
の
如
〈
で
る
る
。

先
づ
前
節
に
蓮
ぺ
た
る
仮
定
に
従
っ
て
企
業
家
が
附
加
的
信
用
を
借
入
れ
て
新
投
資
を
起
し
た
と
す
る
。
共
の
結
果
生
産
手
段
勢

働
に
劃
す
る
需
要
が
高
ま
り
て
費
用
支
出
に
よ
る
所
得
は
高
ま
る
が
‘
斯
か
る
所
得
は
新
投
資
の
完
成
前
に
費
消
せ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
他
方
企
業
家
X
は
新
投
資
の
完
成
す
る
や
借
入
資
金
を
銀
行
に
返
済
す
る
と
共
に
、
共
の
後
の
経
常
費
は
自
ら
支
排
し
ゃ
う
と

Hayek; a. a. O. 88. 53-58 
Kroll; Neutrales Geld.-..8S. 68-69 
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品
庁
引
吟

ず
る
。
叉
俄
令
経
常
費
を
銀
行
よ
り
融
通
せ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
共
額
は
僅
少
に
し
て
建
設
期
聞
に
見
ら
れ
た
る
が
如
き
附
加
的
費

用
支
出
に
よ
る
附
加
的
所
得
の
構
成
は
中
絶
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
左
い
。
而
も
新
投
資
が
消
耗
期
に
入
る
や
生
産
の
増
加
が
初
ま
る
の

で
あ
る
。
勿
論
X
よ
り
信
用
の
返
済
を
受
け
た
銀
行
は
再
び
此
れ
を
直
ち
に
他
の
企
業
家
に
貸
出
し
得
る
詩
で
あ
る
が
、
貸
出
し
符

た
と
し
て
も
共
の
額
は
X
の
生
産
増
加
に
感
じ
得
る
も
の
で
は
た
い
。
而
も
企
業
家
X
は
新
生
産
物
の
代
金
を
受
取
る
に
荒
干
時
を

要
し
、
更
に
暫
時
此
れ
を
金
庫
中
に
保
蔵
す
る
の
が
常
で
あ
る
。
随
っ
て
市
場
に
於
け
る
貨
幣
数
量
は
そ
れ
ピ
け
減
少
す
る
謬
で
あ

っ
て
、

X
に
よ
る
生
産
増
加
の
鴻
め
に
X
以
外
の
企
業
家
の
生
産
物
の
債
格
は
下
落
せ
ね
ば
友
ら
ね
。

又
侭
令
X
に
よ
る
貨
幣
設
の

減
少
を
無
制
し
て
も
数
量
設
の
示
す
所
に
よ
り
て
俄
格
下
落
は
免
れ
符
友
い
の
で
あ
る
。
此
れ
を
自
生
デ
7

ラ
チ
オ
ン

《一-。
民
同

[91

日

H
C
R
Z
母山田円一
OHM-J-
云
ふ
。
山
川
く
て
企
業
家
X
に
よ
る
析
は
貨
は
モ
O
消
耗
川
に
入
?
で
，
M
民
強
制
的
に
他
の
企
業
技
の
収
お
そ
減

山

少
す
る
事
ム
」
在
る
の
で
あ
る
。

以
上
は
貨
幣
経
済
に
於
て
附
加
的
信
用
に
依
り
資
本
が
形
成
せ
ら
れ
る
揚
合
の
特
質
を
述
ぺ
た
の
で
あ
る
が
、
自
然
交
換
経
済
に

於
て
は
右
の
如
き
過
程
が
如
何
友
る
制
服
と
な
っ
て
現
は
れ
る
か
。
先
づ
自
然
交
換
経
済
に
於
て
は
附
加
的
信
用
と
言
ふ
も
の
が
存
し

得
泣
い
。
従
っ
て
ハ
イ
ヱ
ク
の
如
く
に
か
L

る
資
本
形
成
過
程
を
自
然
経
済
に
沿
け
る
過
程
と
比
較
す
る
事
は
一
冗
よ
り
不
合
埋
で
も

あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
今
新
投
資
の
結
果
が
貨
幣
経
済
と
自
然
経
済
と
に
於
て
如
何
に
具
る
か
を
検
す
る
矯
め
に
、
依
り
に
自
然
経
済

に
於
て
も
企
業
家
が
何
庭
か
ら
か
信
用
を
輿
へ
ら
れ
る
と
仮
定
し
ゃ
う
。
然
る
揚
合
に
は
貨
幣
経
済
に
於
け
る
と
は
異
り
て
企
業
家

は
生
産
手
段
を
現
物
で
借
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
の
際
生
産
手
段
の
債
格
は
需
要
の
増
加
の
矯
め
に
騰
貴
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
此

の
債
絡
騰
貴
は
治
安
財
と
の
交
換
比
率
の
受
化
で
あ
っ
て
貨
幣
債
格
の
騰
貴
で
は
な
い
。
従
っ
て
貨
幣
経
済
に
於
け
る
が
如
く
一
般

中
立
貨
融
市
の
傑
件
に
闘
す
る
一
一
英
設

第
四
十
四
巻

五
五
五

第
四
披

七

a. a. O. 55. 7'-72， 76. 
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巾
立
貨
幣
の
保
何
に
闘
す
る
一
異
設

第
四
十
四
巻

五
五
六

第
凶
銑

七
!叫

物
債
の
騰
貴
ム
」
言
ふ
が
如
き
事
は
作
し
得
十
、
山
早
に
消
費
財
に
封
ず
る
聞
係
に
於
て
生
産
手
段
の
債
格
の
尚
ま
る
の
み
で
る
る
。

χ

投
資
の
完
成
に
至
る
迄
に
は
対
日
働
者
に
針
ず
る
需
要
が
大
と
な
る
が
、
此
の
増
加
需
要
は
従
来
上
り
も
両
空
労
働
印
ち
消
費
財
を
町
民

へ
る
事
に
よ
り
て
充
足
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

斯
く
て
新
投
資
の
建
設
期
間
に
於
て
も
貨
幣
経
済
に
ゐ
け
る
事
情
と
は
著
し
く
具
る
の
で
あ
る
が
、
共
の
消
耗
期
に
入
り
て
は
一

胎
そ
の
相
遣
が
顕
著
と
な
る
ひ
卸
ち
新
投
資
が
完
成
し
て
生
産
物
が
増
加
す
る
や
各
財
の
交
換
比
率
は
種
々
の
理
由
に
よ
り
て
建
化

戸川い』
u
p
D
戸
脚
』
勺
干
〉
戸
、
J

b

H

1
t
'
F

，l
・4
寸

4
8
J
i
v
d
j
v
h

何
れ
に
吐
よ
貨
幣
維
持
に
た
付
る
と
は
開
作
ゆ
て
、

此
の
新
日
比
資
企
業
家
以
れ
の
企
業
K

試
の
尚
一
訴
か
附
大

t
お

の
で
あ
る
。
而
も
貨
幣
経
済
に
於
て
は
、
か
ミ
る
新
投
資
企
業
家
が
よ
り
多
く
出
現
す
れ
ば
す
る
科
又
彼
等
の
増
加
生
産
物
が
よ
り

有
利
に
販
寅
せ
ら
る
れ
ば
せ
ら
れ
る
程
‘
自
生
デ
フ
ラ
千
オ
ン
は
盆
々
悪
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
反
之
自
然
経
済
に
於
て
は
、
よ
り

多
数
の
新
投
資
家
が
生
産
を
榊
加
す
る
程
交
換
閥
係
に
台
け
る
差
別
は
減
少
し
て
綿
て
の
企
業
家
の
牧
径
が
一
一
居
多
く
増
大
す
る
の

で
あ
る
。

然
し
乍
ら
、
右
の
主
張
に
針
し
て
は
若
千
の
反
針
論
が
存
し
得
る
の
で
る
る
。
邸
ち
先
づ
限
界
放
用
曲
学
設
の
立
揚
よ
り
、
自
然
絞

消
に
於
て
新
投
資
家
以
外
の
企
業
家
の
牧
径
が
増
大
し
た
と
一
言
つ
で
も
、

そ
れ
は
単
に
量
的
の
問
題
に
し
て
債
髄
に
於
て
は
必
十
し

も
増
大
し
た
と
は
限
ら
た
い
と
言
は
れ
得
る
。
又
貨
幣
経
済
に
於
て
新
投
資
家
以
外
の
企
業
家
の
牧
谷
が
減
少
し
た
と
し
て
も
、
共

の
時
に
は
貨
幣
恨
値
が
高
ま
り
居
る
放
に
自
然
経
済
に
於
け
る
と
異
る
所
が
な
い
と
も
す
は
れ
得
る
。
然
し
乍
ら
此
等
の
反
封
論
に

針
し
て
ク
ロ
ル
は
、
先
づ
自
然
経
済
に
於
て
は
新
投
資
家
が
現
物
に
て
債
務
を
排
済
す
る
時
の
事
を
考
ふ
れ
ば
か
L

る
反
封
論
が
無

力
と
な
ら
う
し
、
又
貨
幣
経
済
に
於
て
は
‘
新
投
資
家
以
外
の
企
業
家
が
共
の
実
上
線
債
額
を
著
し
く
減
や
る
故
に
貨
幣
領
値
の
騰



貴
に
よ
る
利
佳
-h
共
の
ほ
問
宍
に
及
ば
ざ
る
事
主
、
更
に
企
業
衰
の
名
目
的
債
務
と
を
忽
趨
せ
ば
、
到
底
か
a
A

る
反
針
諭
が
成
立
し
得

る
も
の
に
非
ム
?
と
抗
崩
ず
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
ク
ロ
ル
に
よ
れ
ば
、
新
投
資
の
完
成
以
後
に
お
け
る
各
企
業
の
牧
経
世
が
自
然
経
済
と
貨
幣
経
済
と
に
於
て
様
本
的
に

異
る
も
の
な
る
故
、
白
然
経
済
に
貨
幣
経
済
の
泊
合
す
る
事
白
慌
が
貨
幣
中
立
性
の
標
識
に
非
宇
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
る
る
3

然
ら

ば
自
然
経
済
に
は
全
然
存
し
得
ざ
る
所
の
附
加
的
信
用
に
よ
る
資
本
形
成
に
於
て
、
貨
幣
の
中
ま
性
は
寅
現
せ
ら
れ
得
ざ
る
も
の
で

あ
る
か
3

資
現
し
得
る
と
せ
ば
如
何
怠
る
保
件
が
必
要
で
あ
る
か
。
以
下
共
等
の
考
察
に
移
る
事
と
し
ゃ
う
。

(二)

附
加
的
信
用
に
よ
る
資
水
M
H
A
叫
ん
}
代
幣
敬
示
。

十
何
に
述
べ
た
る
如
〈
、
祈
投
資
家
が
附
川
的
信
川
げ
い
上
り
て
古
一
点
{
を
形
成
ず
る
場
合
に

グ
口

L

亡

M
K
ヘ
、
工
祈
支
R
A
川J
F
A
B

山

r安
問

!
l
;
j
j
l
:
i
t
q
l
 

の
企
業
家
の
牧
盆
が
減
少
し
て
遂
に
は
彼
械
に
導
く
官
官
と
友
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
牧
袋
低
下
は
消
費
貨
幣
の
不
足
に
依
る
も
の
で

剖

あ
り
、
消
資
貨
幣
の
不
足
は
営
該
新
投
資
家
が
共
の
生
産
物
の
寅
上
金
を
一
時
子
詐
に
保
留
す
る
に
片
品
〈
の
で
あ
る
。
放
に
此
の
際

新
投
資
家
が
共
の
費
上
金
を
寸
刻
も
手
許
に
置
か
宇
、
直
ち
に
他
の
企
業
家
の
子
に
入
る
事
が
出
来
れ
ぽ
斯
か
る
自
生
J
7
7
ラ

チ

オ

ン
は
護
生
し
な
い
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
蓋
し
コ

l
プ
7

ン
の
如
き
も
、

「
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
に
せ
上
、
絞
済
過
釈
に
一
の
支
排

行
潟
が
あ
っ
た
場
合
に
、
共
の
受
取
人
が
受
取
金
額
を
ば
-
止
に
支
挽
人
が
使
用
し
た
で
あ
ら
う
と
同
じ
方
法
で
使
用
す
る
な
ら
ば
、

貨
幣
保
有
量
行
縫
の
原
則
は
宅
も
得
は
れ
な
い
」
と
漣
ぺ
、
克
に
貨
幣
UR
の
不
縫
な
る
場
合
に
財
旦
患
が
増
加
し
て
も

NgSEg--一-

が
行
は
る
れ
ば
俄
併
は
下
落
し
な
い
と
考
へ
て
ゐ
る
が
放
に
、
此
の
限
り
に
於
て
は
訣
り
は
友
い
。

ロ=向。ョ
然
し
乍
ら
右
の
如
ぎ
事
が
事
責
行
は
れ
得
る
で
お
ら
う
か
。

叫

ク
ロ
ル
も
亦
此
れ
を
否
定
す
る
潟
め
に
突
の
如
き
例
を
拳
げ
て
ゐ
る

中
立
貨
階
。
傑
件
に
凋
ナ
る
一
異
設

第
四
十
四
巻

五
五
七

第
四
競

七
五

K だけの購買力を牧納
KTOn; NeuITales Geld. .... S5. 78-8‘1 
新投資家。貰上金保留期間を N 日としー日に彼が
するとせば、 KN だけり消費貨幣:il'~不足ずる o
Koopmans; il. a. O. S. 340目
a. a. O. 5. 337 
Kroll; Neutrales Geld...S. 15・
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中
立
貨
幣
白
俊
件
に
闘
す
る
一
異
詑

第
四
十
四
巻

五
五
八

第
四
銑

七
ノ、

の
で
あ
る
。
卸
ち
今
A
が
一
ヶ
月
一
千
マ
ル
ク
の
所
得
を
得
て
此
れ
を
費
消
す
る
と
す
る
。
然
る
時
に
A
が

B
よ
り
名
重
を
一
千
7

ル
ク
で
購
入
し
、

A
は
B
が
費
消
し
た
で
る
ら
う
と
同
じ
方
法
で
此
の
賞
上
金
を
費
消
す
る
と
せ
ば
事
態
は
如
何
に
な
る
か
人
、
が

此
の
名
霊
を
購
入
す
る
偽
め
に
は
そ
の
準
備
の
矯
め
に
一
ヶ
月
間
所
得
を
蓄
積
せ
ね
ば
た
ら
ね
。
今
此
の
準
備
期
聞
を
極
端
に
銃
締

し
て
一
日
間
と
し
て
も
、

B
が
資
上
金
の
費
消
を
念
が
友
い
か
ぎ
り
、
来
の
一
ヶ
月
聞
に
は
一
千
マ
ル
ク
の
三
十
分
の
一
亡
け
少
い

貨
幣
額
を
以
て
市
揚
の
財
量
が
取
引
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
一
式
ふ
の
で
あ
る
。
勿
論
此
の
説
明
は
静
態
を
前
提
と
し
℃
の
攻
撃
ザ
あ

E
h
h
i

、

・
7

前
九
に
品
川
新
投
資
提
が
兆
一
の
お
以
上
命
-
b
A

手
許
K
K
刷、，
i

、
山
口
、

グ
口
ル
の
一
千
ん
が
恥
を
消
費
貨
幣
め
不
足
が
認
止
符
ざ
る
韓
で
は

-
た
い
。
然
ら
ば
此
の
消
費
貨
幣
の
不
足
を
楠
ひ
て
動
態
均
衡
を
維
持
す
る
に
は
如
何
に
す
可
き
で
あ
る
か
。
投
資
完
成
後
に
財
側
に

何
ら
か
の
破
壊
が
起
ら
ざ
る
限
り
、
貨
幣
量
の
増
加
が
必
妥
と
せ
ら
れ
る
の
で
る
る
。

新
投
資
の
完
成
後
貨
幣
量
を
増
加
す
る
に
は
、

ク
ロ
ル
に
よ
れ
ば
弐
の
二
つ
の
方
法
が
考
へ
ら
れ
る
。
共
の
一
は
自
生
的
在
る
貨

幣
増
加
で
あ
り
他
は
干
渉
政
策
に
よ
る
貨
幣
増
加
で
あ
る
。
先
づ
前
者
に
就
い
て
見
る
に
、
此
れ
は
新
投
資
の
完
成
後
再
び
附
加
的
信

用
に
よ
り
て
新
投
資
を
む
し
、
此
の
第
二
次
の
新
投
資
の
費
用
支
出
よ
り
附
加
的
所
得
貨
幣
を
也
抽
出
せ
ん
と
す
る
も
の
で
る
る
。
而

し
て
此
の
新
所
得
貨
幣
額
が
、
第
一
吠
新
投
資
家
の
貨
幣
退
減
額
忙
一
致
す
る
・
な
ら
ば
動
態
均
衡
は
維
持
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
が
、

資
本
主
義
経
済
機
構
の
下
で
は
斯
か
る
一
款
を
期
待
し
得
る
様
に
投
資
を
統
制
す
る
事
は
頗
る
困
難
に
し
て
、
国
家
の
強
力
な
る
援

助
左
く
し
て
は
寅
現
し
得
-
な
い
で
あ
ら
う
。
市
ー
に
干
渉
的
貨
幣
政
策
に
就
て
見
る
に
、
或
は
公
開
市
揚
賀
政
策
に
よ
り
放
出
さ
れ
た

る
附
加
的
貨
幣
が
消
費
貨
幣
と
な
れ
ば
此
れ
に
相
営
の
意
義
を
認
め
る
事
が
出
来
る
。
又
褒
朱
銀
行
に
よ
り
て
本
来
的
消
費
貨
幣
を

創
造
せ
し
め
る
事
も
重
要
で
る
る
が
、
何
れ
に
せ
よ
貨
の
貨
幣
需
要
左
充
分
認
識
せ
ね
ば
友
ら
ね
で
あ
ら
う
。
向
動
態
均
衡
の
維
持

此の際最初の投資家は直ちに次の投望号に移るものでtr.':暫ら〈形勢を概要す
るもりである。
Kroll; a. a. O. S. 84・
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の
穏
に
は
牧
益
の
減
少
せ
し
企
業
に
補
助
を
興
へ
る
さ
去
ふ
方
法
も
考
へ
得
な
い
誇
で
は
な
い
が
、
是
れ
よ
り
も
寧
ろ
企
業
の
租
税

負
捨
b
L
減
発
す
れ
ば
努
賃
増
加
等
に
上
り
て
消
費
者
購
買
力
が
増
大
し
、
企
業
が
自
力
に
て
更
生
し
得
る
と
共
に
誤
り
た
る
資
本
投

下
も
避
け
得
ら
れ
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
ク
ロ
ル
が
動
態
均
衡
維
持
の
僚
件
と
し
て
要
求
す
る
所
は
、
新
投
資
家
が
共
の
生
産
物
の
寅
却
金
を
手
詐
に
置
〈
額
だ

け
消
費
貨
幣
を
創
治
す
可
し
と
云
ふ
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
新
投
資
に
よ
る
生
産
増
加
に
麿
じ
て
貨
幣
を
創
造
せ
よ
と
云
ふ
の
で
は

た
い
。
而
し
で
各
個
経
済
に
就
い
て
公
へ
ば
、
外
自
の
所
仰
が
枇
舎
の
1
2
所
得
中
に
占
め
る
割
合
に
感
じ
で
消
費
貨
幣
を
増
加
せ
ら
る

司
き
事
が
要
求
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

話

ふ
T

陥
の
ほ
何
件
ト
y
-
2
1
戸

ず

V

山
巾
立
山
口
帥
山
一
り
伐
件

1
比
較
ア
ザ
の
に
、
忠
誠
に
燦
刊
し
，
、
欣
引
を

で
あ
る
が
新
投
資
。
建
設
期
間
に
附
加
的
信
用
を
詐
す
と
言
ふ
駄
に
於
て
コ
l

プ
マ
ン
ー
と
異
る
も
の
で
あ
る
。

ト
司

1
1一
す
る
引
伯

1
H
H日

t:唱
my
〕引

b
R
a
口

r

i

f

t

}

2

A

F

r

i

屯

s

i

以
上
は
附
加
的
信
用
に
よ
る
資
本
形
成
の
過
程
に
就
い
て
で
あ
る
が
、
此
れ
が
節
約
信
用
に
依
る
揚
合
に
は
架
し
て
自
然
経
済
と

の
一
致
が
認
め
ら
れ
得
る
か
。
又
附
加
的
怠
る
貨
幣
進
出
な
く
し
て
均
衡
が
維
持
せ
ら
れ
得
る
か
、
失
に
此
等
の
問
題
に
移
る
事
と

ず
る
。

第
四
、
節
約
信
用
に
よ
る
責
本
形
成
と
中
立
貨
幣
の
傭
件

附
加
的
信
用
に
依
る
資
本
形
成
の
場
合
と
同
じ
く
、
認
で
も
亦
、
先
づ
節
約
信
用
に
上
る
資
本
形
成
と
自
然
経
済

k
h
け
る
過
程

と
の
閥
係
を
顧
み
、
然
る
後
に
貨
幣
数
量
を
不
鑓
に
保
つ
事
に
よ
り
て
動
態
均
衡
が
維
持
せ
ら
れ
以
て
中
立
貨
幣
の
理
想
が
賓
現
せ

ら
れ
得
る
や
否
や
を
考
察
せ
ね
ば
ゑ
ら
ね
。

中
立
貨
幣
の
傑
件
に
閥
ナ
る
一
異
詫

五
五
九

第
四
貌

七
七

第
四
十
四
巻

a. a. O. S. 90. 
a: a. O. S. 106. 
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中
立
貨
幣
の
僚
件
に
闘
す
る
一
巽
設

第
四
十
四
巻

五
六

O

第
四
披

七
八

(ー)

節
的
信
用
に
よ
る
資
本
形
成
と
白
然
経
済
。

節
約
が
自
褒
的
に
行
は
れ
此
れ
に
よ
り
て
資
本
が
形
成
せ
ら
れ
る
場
合
は
、

ハ
イ
Z

タ
に
依
れ
ば
貨
幣
に
よ
り
て
節
約
せ
ら
れ
や

貸
物
で
節
約
せ
ら
れ
た
の
と
同
じ
結
果
と
在
る
が
故
に
全
く
自
然
経
済
に
ゐ
け
る
過
程
に
趨
ム
口
す
る
も
の
で
る
り
、
従
っ
て
直
ち
に

回

新
し
き
均
衡
欣
態
に
落
付
〈
も
の
と
主
張
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
れ
に
封
し
で
は
巴
に
幾
多
の
批
評
が
加
へ
ら
れ
居
る
が
散
に
裁
に
再

ぴ
取
上
げ
る
必
裂
が
存
し
一
宏
い
が
、
唯
一
一
一
一
討
す
可
き
は
、

ハ
イ
ヱ
ク
の
分
析
は
附
加
的
信
用
に
よ
る
資
本
形
成
の
場
合
と
同
様
に
即

始
的
生
直
子
川
叫
が
消
山
町
人
財
に
成
絡
す
る
に
全
込
山
口
川
の
h
i
一
此
命
的
比
中
山
首
則
聞
に
引
い
亡
れ
什
い
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
心
。

政
ド
誌
で
は
倒
A

の
企
業
の
生
産
期
聞
に
就
い
て
分
析
を
加
へ
た
る
ク
ロ
ル
の
設
を
検
討
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
以
下
此
れ
を
略
法
し
よ
う
。

邸
ち
先
づ
、
企
業
家
が
節
約
信
用
を
借
受
け
て
新
投
資
を
初
め
る
と
仮
定
す
る
u

此
の
際
投
資
に
必
梨
た
る
生
産
手
段
の
存
在
す

る
事
が
務
め
前
提
せ
ら
れ
居
る
事
は
一
一
一
一
口
ふ
迄
も
・
な
い
。
然
る
時
に
は
附
加
的
信
用
に
よ
る
安
本
形
成
の
接
合
と
同
じ
く
新
投
資
家
の

支
出
す
る
費
用
は
粧
済
循
環
過
程
に
流
入
し
て
所
得
と
友
る
。
北
ハ
後
新
投
資
が
完
成
し
て
新
ら
し
く
生
産
物
が
増
加
し
初
め
た
時
に

は
、
新
投
資
家
は
も
平
や
従
前
の
如
〈
節
的
信
則
を
借
入
れ
・
下
、
費
用
支
出
に
よ
る
所
得
構
成
が
止
む
と
共
に
、
貨
幣
数
量
一
は
年
る

減
退
す
る
に
至
る
。
斯
く
て
惑
に
前
述
の
自
生
デ
フ
ラ
チ
オ
ン
が
現
は
れ
、
新
投
資
家
X
以
外
の
企
業
家
は
収
益
を
減
少
し
或
は
破

綻
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
自
然
交
換
経
済
に
於
て
は
、
新
投
資
家
X
が
生
産
物
を
増
加
す
る
事
に
よ
り
て
他
の
企
業
家
が
破
綻
す
る
は
愚
か
寧
ろ
共

の
牧
径
を
増
大
し
得
る
も
の
に
し
て
、
貨
幣
経
済
に
於
け
る
現
象
、
と
は
全
然
正
反
射
の
結
果
を
生
や
る
の
で
あ
る
。
故
に
ク
ロ
ル
は

ハ
イ
ヱ
ク
の
一
如
〈
節
約
信
別
に
よ
る
資
本
形
成
過
程
が
自
然
経
済
に
た
け
る
そ
れ
と
相
等
し
き
も
の
と
は
考
へ
た
い
の
で
あ
る
刊

Hoyek; a. a. O. S. 52. 
附加的信用による安本形成。場合には此の際一般物傾向勝貴が起るに反い
節約信用による場合にはか L る一般物f胃騰賞。起らない黙に於て異るのみで
あ畠。
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唯
此
の
際
注
意
す
可
き
は
、
新
投
資
の
完
成
後
債
格
の
一
低
下
が
起
つ
で
も
、
他
方
に
於
て
企
業
の
費
用
が
低
十
し
た
な
ら
ば
動
態

均
衡
は
破
ら
れ
た
い
で
あ
ら
う
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
印
ち
新
投
資
完
成
後
に
長
け
る
一
般
物
債
の
下
溝
が
X
の
費
別
減
少
に
の
み
基

〈
も
の
友
ら
ぽ
均
衡
は
破
壊
さ
れ
な
い
が
.
反
之
、
又
の
増
加
生
産
物
の
矯
め
に
他
の
企
業
家
が
必
然
的
に
彼
等
の
生
産
物
の
債
格

低
下
を
忍
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
る
っ
た
な
ら
ば
、

そ
れ
は
明
ら
か
に
均
衡
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
る
。
叉
新
投
資
の
完
成
後
、
総
て

の
企
業
が
偵
絡
の
低
下
に
熔
や
る
だ
け
費
用
を
低

F
し
得
た
友
ら
ぽ
、
此
等
の
企
業
が
白
己
資
本
に
よ
る
限
り
デ
7

一
フ
ヂ
オ
ン
的
附

難
は
避
け
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
川
県
格
低
下
と
費
用
減
少
と
の
間
に
は
何
等
必
然
的
危
る
因
果
闘
係
左
〈
、
叉
此
等
の
金

業
が
外
来
資
金
に
よ
る
限
り
は
此
の
J
7
7

ラ
チ
オ
ン
的
閤
難
房
長
き
得
な
い
で
あ
ら
う
。
叉
骸
令
の

X
新
投
資
完
成
後
に
於
い
て
他

の
金
山
お
の
都
内
附
が
低
下
し
て

h
.
F
C
L
士
駒
山
市
主
H
口

7

一
か
品
、
J

二
w
r
7
3
h厄
b
b
E
〉

R
K
Z
p

月
中
，
』
f

一、，:)」一.、
-

U

〉

:
i
n

'
i
b巳
J
3
1
6

一
'
a
L

ノ
J
t
ρ
「

pfp証
言
γ
d
t
打
い

-
I
3
;
'
I
1
L
P
U〈
J
m内

:
1
7
H
fノ
d
d
v
f一一JFFJド

叫
到
し
て
の
外
は
意
義
一
泣
き
も
の
で
あ
る
。

一一
節
約
に
よ
る
資
本
形
成
と
貨
幣
数
量
。

右
の
如
く
、
節
約
信
用
に
よ
る
新
投
資
の
完
了
後
自
然
維
持
と
は
異
り
た
る
結
果
を
生
じ
均
衡
が
破
壊
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
此

の
際
貨
幣
致
量
の
増
加
は
紋
く
可
か
ら
ざ
る
所
と
な
る
。
卸
ち
新
投
資
家
X
が
何
か
の
代
用
物
を
生
産
す
る
場
合
で
無
い
限
り
は
.

新
投
資
の
完
了
後
他
の
企
業
家
に
沿
け
る
牧
益
減
少
を
防
ぎ
以
て
均
衡
を
維
持
す
る
矯
め
に
、
真
正
貨
幣
需
要
額
だ
け
附
加
的
信
用

に
よ
り
て
消
費
持
購
民
力
を
増
加
せ
ね
ば
友
ら
友
い
。
而
も
各
消
費
者
が
従
来
枇
舎
の
全
所
得
中
に
占
め
た
る
割
合
に
麿
じ
て
そ
の

所
得
を
増
加
す
可
き
事
は
前
節
に
於
て
述
べ
た
る
所
と
同
じ
で
あ
る
明

然
し
乍
ら
附
加
的
信
用
に
よ
る
資
本
形
成
の
場
合
に
於
て
考
察
し
た
る
が
如
〈
、
此
の
際
に
も
新
投
資
完
成
後
に
再
び
新
投
資
を

七
九

申
立
貨
幣
の
保
件
に
関
す
る
一
異
詑

第
四
十
四
巻

五
六

第
四
議

Kroll Neutrales GeJd."ー..SS. 98-100. 
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中
立
貸
憎
む
保
件
に
閲
す
る
一
異
説

第
四
十
四
巻

ノ1
・C

五
六

第
四
観

起
す
事
に
よ
り
て
自
生
的
に
貨
幣
噌
加
が
起
ら
な
い
か
。
卸
ち
現
在
過
去
及
び
賂
来
に
亙
り
て
投
資
の
聞
に
一
定
の
闘
係
を
保
つ
事

陀
よ
り
で
此
の
問
題
の
解
決
が
得
ら
れ
る
で
は
寸
た
い
か
と
云
ふ
事
が
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

勿
論
岡
家
が
強
力
た
る
投
資
の
統
制
佐
行
ふ
場
合
に
は
斯
か
る
事
も
考
へ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
資
本
主
義
的
経
済
機
構

の
下
に
於
て
は
、
仮
令
附
加
的
信
用
に
よ
り
て
投
資
活
動
を
助
成
す
る
事
た
〈
し
で
も
、
第
一
次
投
資
家
X
が
其
の
新
投
資
完
了
後

そ
の
敬
入
額
を
一
時
退
蔵
す
る
に
雁
じ
て
正
に
そ
の
額
だ
け
費
用
を
支
出
し
て
附
加
的
所
得
h
T
構
成
す
る
が
如
合
第
二
突
新
投
資
が

相
地
主
れ
る
唱
は
会
く
f

小
可
能
に
泣
い
の
で
あ
る
。

A
F
似
り
忙
什
4

幣
撤
回
詑
の
不
印
刷
叫
わ
い
る
抑
制
ム
u
に
節
約
の
一
割
合
終
っ
て
投
習
わ
釦

ァ

i

t

、

吋
3
y
t

合
が
一
定
に
保
た
れ
得
た
と
し
て
も
、
第
二
次
新
投
資
の
費
用
支
出
よ
り
生
や
る
所
の
所
得
は
新
所
得
で
は
な
く
奮
き
所
得
の
新
し

き
再
分
配
に
過
ぎ
ね
。
即
ち
第
一
次
投
資
の
建
設
期
に
構
成
せ
ら
れ
た
る
所
得
の
中
で
節
約
さ
れ
し
部
分
が
第
二
失
投
資
の
費
用
と

し
て
支
出
さ
れ
る
に
過
ぎ
ね
の
で
あ
ス
ヤ
従
っ
て
此
の
過
程
が
縦
績
せ
ら
れ
で
も
、
生
産
手
段
に
射
す
る
消
費
財
の
量
的
比
率
の
減

少
に
感
じ
て
消
費
に
充
て
得
可
き
所
得
が
減
少
す
る
と
云
ふ
の
み
で
、
目
下
の
揚
合
に
於
け
る
が
如
ぐ
消
費
財
量
が
絶
叫
割
的
に
増
加

す
る
際
に
は
此
れ
に
慮
、
下
る
消
費
貨
幣
が
増
加
せ
ら
れ
得
左
い
。
故
に
薪
従
事
円
安
以
外
の
企
業
家
の
牧
径
減
退
を
防
ぎ
動
態
均
衡
を

維
持
す
る
矯
め
に
は
必
十
前
述
の
如
き
消
費
貨
幣
の
附
加
的
創
造
が
4

な
さ
れ
ね
ば
友
ら
む
の
で
あ
る
。

註

右
の
如
〈
新
投
資
の
完
成
後
生
産
が
噌
加
し
た
る
場
合
に
債
格
が
下
落
す
る
と
一
E
L
駄
に
闘
し
で
は
、
ハ
イ
Z

ク
も
亦
一
言
之
れ
に
鯛
れ
て
ゐ
る
。

即
ち
「
新
投
資
に
よ
り
生
岸
が
噌
加
す
る
場
合
に
は
成
程
筒
格
は
下
落
す
る
。
然
し
乍
ら
新
投
資
企
業
家
は
生
産
物
の
債
格
が
下
落
し
て
も
的
利
袋

を
捧
げ
得
る
が
如
き
投
資
を
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
故
に
生
産
品
噌
加
に
よ
り
て
債
格
が
低
下
し
て
も
そ
れ
は
何
ら
均
衡
を
害
す
る
も
の
で
は
な
い
d
」

と
一
耳
ふ
の
で
あ
る
。
然
し
乍
、
b

ハイ

z
p
は
単
に
新
岐
資
企
業
家
に
の
み
着
眼
し
て
、
ク
ロ
ル
の
如
〈
新
投
資
家
以
外
の
企
業
家
四
枚
盆
牲
に
着
眼

此
の
慰
は
最
近
ク
ラ
ウ
デ
イ
4
に
よ
り
て
も
ハ
イ
Z

ク
設
に
お
け
る
大
な
る
依
慰
の
一
と
し
て
指
摘
せ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

し
な
い
の
で
あ
っ
て
、

Trade-Cyc-
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会

r 

も
叫
に
コ

1
プ
マ
シ
も
亦
比
四
貼
に
闘
し
て
は
、
「
生
産
櫓
加
は
必
ず
し
も
耳
目
宮
!Zmnr『
Z
穏
で
は
な
〈
、
セ
イ
自
販
路
詑
の
前
提
を
破
、
b
な
い
。

放
に
貨
幣
数
量
を
槽
加
す
る
必
要
が
な
い
〕
と
言
ワ
て
ゐ
る
。
印
ち
彼
は
新
投
資
完
成
後
生
産
が
靖
加
し
で
も
必
ず
し
も
貨
幣
退
蔵
現
象
が
起
ら
な

い
と
考
へ
る
の
で
あ
る
o

又
新
ら
し
〈
生
産
が
噌
加
せ
ら
れ
て
此
れ
が
未
だ
版
買
を
完
う
し
な
い
以
前
に
は
信
用
需
要
が
滞
る
り
で
あ
る
が
、
ベ
ン

ペ
イ
ク
セ
シ
が
此
の
際
貨
幣
の
噌
加
を
要
求
せ
る
に
反
劃
し
て
、
コ
ー
プ
マ
ン
は
其
の
必
要
な
し
と
述
べ
て
ゐ
る
り
で
あ
る
。
而
も
彼
は
防
白
際
紛

生
産
者
一
u
h
k
若
眼
し
て
時
間
餓
回
生
産
者
に
は
一
一
闘
を
も
奥
へ
で
ゐ
な
い
り
で
あ
る
。

却
ち
、

ハ
イ
且
タ
及
び

2
l
ア

7
y
等
も
新
投
資
ゆ
完
成
後
、
或
は
債
格
低
下
に
よ
る
企
業
の
牧
盆
性
如
何
を
顧
感
し
、
又
は
其
白
際
に
貨
融
市
温

減
現
象
。
起
る
や
否
宇
を
問
題
と
し
て
ゐ
る
も
り
で
あ
る
が
、
何
れ
も
首
該
新
投
資
企
業
家
に
四
品
着
服
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
他
白
企
業
系
に
封

す
る
影
響
を
事
ら
問
題
と
せ
る
所
に
ク
ロ
ル
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

第
五
も
批
判

開i

現
今
支
配
的
な
る
中
立
貨
幣
論
は
、
貨
幣
ヲ
て
の
も
の
を
非
中
立
的
な
る
も
の
と
し
て
貨
幣
経
済
に
於
け
る
諸
現
象
を
自
然
絞
済
に

K
M

け
る
諸
現
象
に
趨
合
せ
し
め
ん
と
欲
し
、
此
れ
が
矯
め
に
は
(
一
定
の
保
件
の
下
に
}
貨
幣
数
量
を
常
に
一
定
不
愛
に
保
た
ね
ば
な
ら

ね
と
主
張
す
る
の
で
る
る
。
然
る
に
此
の
如
き
貨
幣
中
立
性
の
矯
め
の
像
件
に
針
し
て
は
種
K

怒
る
異
説
が
あ
り
、
就
中
最
近
に
於

て
最
も
注
目
に
値
ず
る
も
の
は
ク
ロ
ル
の
説
友
る
が
放
に
、
私
は
本
稿
に
於
て
専
ら
彼
に
従
っ
て
考
察
を
加
へ
来
っ
た
の
で
あ
る
。

故
に
以
下
に
於
て
、
此
れ
に
綿
括
的
友
る
批
評
を
加
へ
以
で
結
言
に
代
へ
た
い
と
忠
ふ
。

先
づ
第
一
に
ク
回
ル
は
、
中
立
貨
幣
理
論
が
自
然
経
済
を
前
提
と
せ
る
事
に
封
し
て
疑
念
を
抱
き
J

貨
幣
数
量
を
一
定
不
鑓
と
し

て
も
必
や
し
も
自
然
経
済
に
一
致
せ
ざ
る
事
を
詮
ず
る
矯
め
に
、
自
生
J
7
7

ラ
チ
オ
ン
の
現
象
を
高
唱
す
る
の
で
る
る
。
卸
ち
新
投

中
立
貨
幣
の
僚
件
に
掬
す
る
一
異
説

第
四
十
四
巻

il.. 

五
六

第
四
擁

F
T
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中
立
貨
停
の
傍
件
に
闘
す
る
一
異
設

第
四
十
四
巻

五
六
四

第
四
観

^ 

資
が
起
り
此
の
企
業
が
費
用
を
支
出
し
て
も
そ
れ
は
建
設
期
間
中
に
所
得
と
し
て
費
消
せ
ら
れ
る
が
放
に
、
新
投
資
の
完
成
後
生
産

が
増
加
し
た
揚
合
に
此
れ
を
刷
ひ
得
な
い
。
而
も
新
投
資
金
楽
家
は
質
上
金
を
一
時
退
出
郷
す
る
が
故
に
共
の
他
の
企
業
家
は
其
の
牧

径
を
減
じ
て
或
は
破
綻
す
る
に
至
る
。
然
る
に
自
然
経
済
に
於
て
は
斯
か
る
場
合
に
他
の
一
企
業
家
は
交
換
に
よ
り
で
よ
り
多
く
の
財

そ
獲
得
す
る
も
の
に
し
て
、
貨
幣
茸
を
不
務
に
維
持
す
る
事
に
よ
り
て
は
自
然
経
済

κ
一
致
せ
し
め
得
な
い
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
斯

く
て
ク
ロ
ル
は
、
新
投
資
の
完
成
後
附
加
的
に
消
究
貨
幣
を
創
造
す
る
に
非
れ
ば
動
態
均
術
を
維
持
し
得
↑
r
従
っ
て
貨
特
の
中
立
性

i1fl 

し
科

V. 

i'i削l

今
彼
の
設
を
案
や
る
忙
、
個
々
の
企
業
の
生
盛
期
聞
を
問
題
と
し
旦
新
投
資
企
業
家
以
外
の
企
業
家
の
牧
益
性
に
着
服
し
た
る
鮪

は
未
だ
ハ
イ
エ
ク
及
び
他
の
中
立
貨
幣
論
者
の
企
て
ざ
り
し
所
に
し
て
彼
の
功
績
と
せ
ね
ば
た
ら
む
で
る
ら
う
。
然
し
乍
ら
新
投
資

家
以
外
の
企
業
家
の
牧
谷
減
退
が
自
然
変
換
経
済
に
た
け
る
揚
合
と
異
る
事
を
詮
明
し
、

以
て
此
の
一
揚
合
に
貨
幣
の
一
中
立
性
が
維
持

せ
ら
れ
ざ
る
も
の
と
断
定
せ
る
貼
は
、
彼
も
亦
自
然
経
済
を
理
論
の
前
提
に
置
き
し
事
と
友
る
の
で
あ
る
。

殊
に
此
の
新
投
資
企
業
家
が
新
技
術
を
利
閉
し
て
従
来
よ
り
存
在
せ
る
財
又
は
共
の
代
用
品
を
生
産
す
る
何
割
合
を
仮
定
す
れ
ば
、

彼
の
設
も
亦
覆
さ
れ
ざ
る
を
待
泣
い
で
あ
ら
う
。
主
し
此
の
一
揚
ム
口
に
は
自
然
粧
品
円
に
於
て
も
他
の
企
業
家
に
於
て
損
失
を
蒙
る
が
故

で
あ
る
。
又
彼
の
所
謂
自
生
デ
フ
ラ
チ
オ
ン
は
、
新
投
資
家
の
生
産
増
加
の
矯
め
に
起
る
の
か
或
は
新
投
資
家
の
買
上
金
返
厳
に
基

く
の
か
共
の
主
張
に
於
て
明
確
を
献
け
る
献
が
あ
る
。
故
に
フ
オ
ー
ゲ
ル
の
如
き
も
「
ク
ロ
ル
の
設
に
よ
れ
ば
、
皐
に
貨
幣
の
側
よ

り
財
の
側
の
媛
動
に
趨
隠
し
行
く
の
み
で
、
自
生
デ
フ
ラ
千
オ
ン
説
は
邪
道
に
陥
っ
て
ゐ
る
〕
と
酷
評
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
更
に

新
投
資
完
成
後
に
長
け
る
爾
除
の
企
業
家
の
政
釜
誠
退
を
問
題
と
す
る
た
ら
ば
、
何
故
に
、
節
約
信
用
に
よ
る
新
投
資
及
び
附
加
的
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信
用
に
よ
る
新
投
資
の
建
設
朔
聞
に
於
て
、
消
費
財
企
業
の
牧
径
が
或
は
減
退
し
或
は
過
多
と
た
り
得
る
事
を
顧
慮
し
た
い
の
で
あ

る
か
。
少
〈
共
片
手
落
の
誘
を
免
れ
得
た
い
で
あ
ら
う
。

又
此
の
黙
を
技
術
的
に
見
る
な
ら
ば
、
新
投
資
完
成
後
に
於
け
る
新
投
資

家
の
退
出
削
(
善
意
に
解
し
て
)
に
刻
し
で
貨
幣
創
造
を
要
求
す
る
(
コ

l
プ
マ
ン
の
如
〈
)
な
ら
ば
、
何
故
建
設
期
聞
に
於
て
理
府
現
象

の
な
い
に
拘
は
ら
中
附
加
的
信
用
の
創
造
を
許
ず
の
か
、
了
解
に
苦
し
む
所
で
あ
る
。
市
し
て
最
後
に
、
彼
は
動
態
均
衡
の
維
持
の

矯
め
に
る
ら
ゆ
る
就
存
企
業
の
破
綻
を
防
止
し
ゃ
う
と
す
る
が
、
岡
民
維
持
上
巳
に
存
立
の
債
依
な
き
企
業
を
存
績
せ
し
め
る
事
は
.

崎

山
ヤ
立
貨
幣
政
策
の
一
本
日
に
も
反
す
る
の
み
な
ら
宇
中
立
貨
幣
訊
一
酬
を
離
れ
て
も
目
玉
ま
し
き
事
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
此
れ
に
針

し
て
鉱
は
「
誌
企
業
が
少
し
で
も
有
則
友
も
の
た
ら
ば
此
れ
を
破
綻
せ
し
め
ざ
る
事
が
望
ま
し
い
」
と
言
丸
山
の
み
で
そ
れ
以
上
の
簡

明
を
興
へ
て
ぬ
な
い
の
び
あ
芯
。

要
之
、

ク
ロ
ル
の
設
は
、
中
立
貨
幣
迎
論
を
a

質
際
政
策
に
移
す
場
合
に
於
け
る
扶
陥
を
認
め
、
此
れ
を
矯
正
せ
ん
と
し
た
も
の
で

は
あ
る
が
、
共
の
理
論
構
成
に
於
て
、
却
て
ハ
イ
エ
ク
及
び
コ

l
プ
マ
ン
の
説
よ
り
も
劣
れ
る
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ね
の
で
あ

る。

中
立
貨
幣
の
僚
件
に
蹴
ナ
る
一
異
説

五
六
五

第
四
十
四
位
甘

第
四
競

i¥ 

拙稿』中立貨幣政策に就いて(前掲)ー:二五:頁、一二大頁c
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